
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

当消防本部の増田晃輝（ますだ こうき）消防士が、平成２９年５月２４

日に名古屋市で開催された『第４０回全国消防職員意見発表会』に四国代表

として出場し、入賞しました。 

当消防本部からは３６年ぶり２人目の出場で、県内からは１５年ぶりです。 

「防災アプリが作る災害に強い町」という演題で発表し、さまざまな災害

が発生したときでも地域が一体となって、一人でも多くの命が助かるための

防災アプリを使った図上訓練の活用を提案した内容になっています。 

この発表を終えた増田消防士は、「全国で発表できた喜びと、指導や応援を

してくださった同僚や家族、友人に感謝の気持ちでいっぱいです。また、こ

の経験を生かして支えてくださった人たちへの感謝の気持ちを忘れず、より

一層職務に励みます。」と話していました。 


